
これまで構築・運用してきた教育・研究ネットワーク機能を活用し、３大学の特色ある教育資源を提供し合い、３大学の歯学教育の補完により高度
化を目指すとともに、情報発信、相互評価により日本歯学教育の標準化を図り、将来の歯科医療の質の保証に資するとともに、我が国の歯学教育
の国際標準化への適合を目指す。

外部評価委員会
(国内外有識者)

ステークホルダー
日本歯科医学教育学会

課題・成果の共有

全国29歯科大学・歯学部の全国的共通課題
（社会変革・時代ニーズに対応した歯科医師養成）

内部評価
委員会

共同教育プラットフォーム
■共同教育企画・立案
■教育相互乗り入れ講義
■サマースクール開催
■共通 elective course 設定

教育評価方法開発
■共同FD/WSWG
■先端教育調査WG
■相互チェックWG

新潟大学・東北大学・広島大学
3大学の特色ある教育資源

達成目標と数値目標

① 臨床能力を具備した歯科
医師の育成

・卒業生全員が歯科モデル・コア・カリ
キュラムで提案する臨床実習内容を
修得
・臨床実習全シミュレーション教育用
統合型模型を完成させ、卒業生全員
が臨床実習前に基本的な臨床基礎能
力を具備
・PBL チュートリアル教育を充実させ、
卒業生に対する学生アンケートにおい
て80％以上の学生が生涯学習能力の
確保が出来たことを自覚

② 次代を担う歯科研究者の
養成

・大学院充足率を90％以上
・特別研究員を毎年採用

③ 国際性と社会性の涵養

・短期を含め、海外留学経験学生数を
20％に
・摂食リハビリテーション、歯工学など
新たな歯科分野の大学院に進学する
学生を20％増加

④ 評価法と教育能力の開発

・教員の80％以上がFD/WSを経験
・事業開始2年目以降、成果報告をス
テークホルダー（日本歯科医学教育
学会）の学術総会で3大学による共同
発表を継続

期待される効果

① 歯学部臨床基礎教育・臨床実習教育の

高度化を図ること、また問題発見・解決型学

習の展開による生涯学習能力の向上を図る

ことにより、国民の歯科医療向上に貢
献する歯科医療人を育成できる

② 学部段階からの系統立った研究能力開

発プログラムの開発により、リサーチマイン

ドを持つ歯学生の育成が可能となり、歯学

系大学院進学率の向上、特別研究員採択

数の増大により、我が国の将来の歯学
研究を担う研究者育成につながる

③ 国際化推進プログラムの導入により、国

際感覚を涵養することができ、国際歯科
保健・医療の現場で活躍できる人材
育成が図られる

④ これまで歯科教育に欠けていた福祉・保

健医療の教育プログラムを開発、共有する

ことにより、現代社会の問題点である
高齢社会で活躍できる歯科医師を
輩出することができる

⑤ 歯学教育の特色である技能教育の評価

および問題発見・解決型学習に客観的な評

価方法を開発し、全国に発信すること、およ

び教育能力を共同で向上させることにより、

歯学教育の質の担保ならびに全国的
な歯学教育の質の保証が図られる

毎
年
約
１
５
０
人
の
学
生
を
対
象
に

１
口
腔
単
位
の
統
合
的
技
能
教
育
を
実
施

―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
問
題
発
見
・
解
決
能
力
と

リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
に
裏
付
け
ら
れ
た
歯
科
臨
床
技
能
を

持
ち
、
国
民
の
歯
科
医
療
向
上
に
貢
献
す
る
歯
科
医
療
人

な
ら
び
に
将
来
の
歯
学
研
究
を
担
う
研
究
者
を
育
成
し
ま

す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
超
高
齢
化
が
進
展
す
る
現

代
社
会
の
中
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

我
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
、
国
民
の

健
康
意
識
の
高
ま
る
中
、
歯
科
に
対
す
る
社
会
ニ
ー
ズ
は

大
き
く
変
化
し
、
歯
科
医
師
に
求
め
ら
れ
る
資
質
や
技
能

は
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
歯
学
教
育
の
高
度
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
３
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。３

大
学
は
、
こ
れ
ま
で
大
学
間
連
携
研
究
を
推
進
す
る

と
共
に
、
全
国
歯
科
大
学
長
・
歯
学
部
長
会
議
常
置
校
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
課
題
に
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
口
腔
保
健
福
祉
教
育
に
強
み
を
持
つ
新
潟
大
学
、

研
究
者
育
成
教
育
に
強
み
を
持
つ
東
北
大
学
、
国
際
化
教

育
に
強
み
を
持
つ
広
島
大
学
の
教
育
資
源
を
提
供
・
共
有

化
し
、
歯
学
教
育
の
高
度
化
を
目
指
し
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
事
業
実
施
の
準
備
期
間
と
し
て
、
キ
ッ

ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
先
端
歯
学
教
育
・
評
価

方
法
の
調
査
、
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。
平
成

年
度
か

ら
、
共
通
教
材
の
開
発
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
共
同
講
義
・
実
習

を
開
始
し
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
改
善
を
進
め
、
平

成

年
度
か
ら
共
同
教
育
を
本
格
的
に
開
始
し
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

こ
の
取
組
で
は
、
新
た
に
臨
床
実
習
前
に
模
型
を
用
い

て
、
統
合
的
か
つ
現
在
の
臨
床
実
習
で
は
不
可
能
な
一
口

腔
単
位
の
技
能
教
育
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
保
健
・

福
祉
に
関
す
る
講
義
・
演
習
、
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
育
成

の
た
め
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
教
育
の
内

容
は
、
連
携
機
関
の
日
本
歯
科
医
学
教
育
学
会
か
ら
助
言

を
得
て
、
臨
床
技
能
の
向
上
、
問
題
発
見
・
解
決
能
力
の

向
上
に
重
点
を
置
き
ま
す
。
３
大
学
あ
わ
せ
て
、
毎
年
１

５
０
人
程
度
の
学
生
が
受
講
し
ま
す

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

臨
床
実
習
開
始
前
の
臨
床
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
卒
前
臨
床
実
習
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
連
携
機
関

と
共
に
、
時
代
に
適
応
し
た
臨
床
実
習
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
共
同
教
育
教
材
の
開
発
に
よ
り
、

問
題
発
見
・
解
決
型
学
習
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
毎
年
１

５
０
人
程
度
の
学
生
が
一
口
腔
単
位
の
歯
科
診
療
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
生
は
課
題
解
決

能
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
臨
床
能
力
を
伸
ば
し
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
と
臨
床
研
修
に
円
滑

に
移
行
で
き
る
臨
床
能
力
、
問
題
発
見
・
解
決
能
力
、
リ

サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
能

力
の
向
上
は
、
他
大
学
教
員
に
よ
る
相
互
評
価
、
大
学
院

充
足
率
を
も
っ
て
確
認
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
生
を
平

成

年
度
ま
で
に
５
０
０
人
を
目
標
に
社
会
に
送
り
出
し

ま
す
。
高
齢
社
会
に
お
け
る
歯
科
医
療
・
福
祉
の
現
場
で

広
く
活
躍
す
る
よ
う
全
力
で
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

日
本
歯
科
医
学
教
育
学
会
・
理
事
長

俣

木

志

朗

歯
学
教
育
機
関
に
は
多
様
か
つ
高
度
な
保
健
・
医
療
に

応
え
る
人
材
育
成
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
取
組
に
は
、

生
涯
学
習
能
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
臨
床
能
力
の
担
保
に
つ

い
て
要
請
を
し
ま
し
た
。
３
大
学
の
力
を
結
集
し
、
現
代

の
歯
科
医
療
・
保
健
の
現
場
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成

は
、
国
民
の
口
腔
保
健
の
維
持
・
向
上
に
極
め
て
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
連
携
取
組
の
教
材
開
発
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
に
参
画
し
、
３
大
学
と
協
働
し
て
歯
学
教
育
の
高

度
化
・
充
実
化
を
図
る
こ
と
は
本
学
会
の
使
命
の
一
つ
と

考
え
ま
す
。
こ
の
取
組
を
通
じ
て
、
高
齢
化
・
国
際
化
が

進
む
現
代
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
行
動
力
や
国
際
力
な
ど
を

身
に
つ
け
た
、
地
球
規
模
の
視
野
を
持
ち
な
が
ら
地
域
の

課
題
に
主
体
的
に
取
り
組
み
解
決
で
き
る
、
石
川
と
日
本

の
持
続
的
成
長
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

石
川
で
は
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
中
で
地
域
の
活

力
維
持
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
自
治
体
で

は
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
担
い
手
と
な
る
人
材
を
、
地

域
経
済
界
で
は
国
際
競
争
力
を
有
し
活
力
あ
る
地
域
経
済

の
担
い
手
と
な
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。
石
川
の
地
域

活
性
化
に
は
ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
の
両
視
点
を
備
え

た
人
材
の
育
成
が
急
務
で
あ
り
、
県
内
全
高
等
教
育
機
関

で
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の

大
学
・
短
大
・
高
専
で
連
携
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
か
。

本
取
組
は
、
県
内
全
高
等
教
育
機
関
及
び
県
内
全
自
治

体
・
主
要
経
済
団
体
か
ら
な
る
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石

川
の
活
動
が
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
す
で
に

大
学
等
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
協
働
の
基
盤
・
実
績

が
あ
り
、
か
つ
大
学
等
間
同
士
も
単
位
互
換
事
業
等
で
そ

の
強
み
を
活
か
し
て
連
携
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
基
盤
が

あ
っ
て
こ
そ
、
右
の
課
題
に
力
を
結
集
で
き
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
実
施
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
平
成

年
度
か
ら
「
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
・
シ
ス
テ
ム
」

等
の
事
業
や
「
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
等
の
各
種
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
試
験
実
施
し
、
本
格
的
な
実
施

期
間
を
経
て
、
平
成

年
度
に
は
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成

の
継
続
的
な
仕
組
み
を
確
立
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
取

組
の
期
間
終
了
後
も
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
で
こ

れ
ら
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

こ
の
取
組
で
は
、
新
た
に
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
共
同

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
「
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
等
の

体
験
型
教
育
を
行
い
ま
す
。
教
育
の
内
容
は
、
行
政
・
経

済
界
か
ら
の
助
言
を
得
て
、
行
動
力
や
国
際
力
の
向
上
に

重
点
を
置
き
ま
す
。
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
合
わ
せ
て
毎
年

～

人
程
度
の
学
生
が
参
加
し
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

各
大
学
等
で
行
っ
て
い
た
フ
ィ
ー
ル
ド
教
育
・
国
際
化

教
育
、
及
び
学
生
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
各
種
の
事

業
グ
ル
ー
プ
で
各
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
充
実
を
検
討
し
、
相

互
支
援
の
し
く
み
も
構
築
し
ま
す
。
毎
年
百
人
以
上
の
連

携
校
の
学
生
が
各
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
全
学
生

が
一
定
水
準
以
上
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
は
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
と
行
動
力
や
国

際
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ら
を
総
合

し
た
グ
ロ
ー
カ
ル
な
能
力
の
向
上
は
、
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ま
と
め
た
「
課
題
解
決
型
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
も
と
で
点
数
化
し
て
確
認
し
、
修
了
証
で
「
見

え
る
化
」
し
ま
す
。
平
成

年
度
ま
で
に
修
了
者
百
人
を

目
標
に
社
会
に
送
り
だ
し
ま
す
。
自
治
体
や
企
業
で
広
く

活
躍
す
る
よ
う
全
力
で
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

石
川
県
知
事 

谷

本

正

憲 
 

人
口
減
少
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
持
続
可
能
な

地
域
社
会
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
地
域
経
済
の
担
い
手
と

な
る
人
材
の
育
成
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。 

こ
う
し
た
中
、
地
域
を
持
続
的
成
長
に
導
く
「
グ
ロ
ー

カ
ル
人
材
」
の
育
成
を
目
指
し
た
取
組
が
文
部
科
学
省
か

ら
採
択
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
大
学
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
石
川
が
有
す
る
産
学
官
の
基
盤
と
地
域
連
携
の
蓄

積
を
最
大
限
に
活
か
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
十
一
世
紀
の

学
都
石
川
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
、
県

と
し
て
も
大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。 

日
本
の
将
来
を
担
う
た
く
ま
し
い
人
材
が
本
県
か
ら
数

多
く
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

写真 
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―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
躍
を
す

る
に
相
応
し
い
行
動
規
範
を
身
に
つ
け
た
研
究
者
の
育
成

で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

近
年
わ
が
国
で
は
、
研
究
の
場
で
の
ミ
ス
コ
ン
ダ
ク
ト

が
相
次
い
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
わ
が
国
で
は
研
究
者
の
行
動
規
範
に
関
す
る
組

織
的
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
持
た
ず
、
大
学
院
生
が
そ

の
育
成
の
過
程
で
こ
れ
を
身
に
つ
け
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
欧
米
諸
国
に
お
い
て
、

行
動
規
範
教
育
が
研
究
者
育
成
の
基
本
中
の
基
本
と
し
て

学
習
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
す
。

そ
し
て
、
科
学
研
究
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
で
あ
る
以
上
、

そ
れ
に
伴
う
行
動
規
範
も
グ
ロ
ー
バ
ル
性
を
も
つ
こ
と
が

必
然
と
な
っ
て
き
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
６
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。こ

の
取
組
の
統
括
者
お
よ
び
副
統
括
者
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
つ
な
が
り
を
活
か
し
て
連
携
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
教
材
作
成
に
必
要
な
各
部
門
、
具
体
的
に
は
、

責
任
あ
る
研
究
行
為
、
ヒ
ト
対
象
研
究
、
バ
イ
オ
セ
ー
フ

テ
ィ
、
法
律
・
倫
理
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
研
究
、
留
学
生
用
教

材
作
成
に
強
み
を
も
つ
各
大
学
の
力
を
結
集
し
ま
す
。
各

大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
お
い
て
、
外
部
協
力
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
教
材
の
作
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
に
は

単
元
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
作

成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
や
広
報
活
動
に
よ
り
利
用

者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。
平
成

年
度
以
降
、
毎
年

単

元
の
教
材
を
作
成
し
、
新
規
利
用
者
の
獲
得
（
目
標
・
各

年
、
利
用
機
関
数

、
利
用
者
数

百
名
の
増
加
）
の
た

め
積
極
的
に
広
報
活
動
を
行
い
、
平
成

年
度
に
は
教
材

数

単
元
、
利
用
機
関
数

、
利
用
者
数

百
名
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
取
組
の
期
間
終
了
後
は
、
拡
大
し

た
利
用
機
関
か
ら
の
利
用
料
に
よ
り
、
こ
の
取
組
で
育
成

し
た
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
自
立
運
営
す
る
予
定
で

す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
行
動
規
範
に
関
す
る
教
材
を

文
系
・
理
系
の
研
究
者
の
合
意
に
基
づ
き
作
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
標
準
的
な
行
動
規
範
の
あ
り

方
に
つ
い
て
合
意
形
成
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
米
国
の
同
様

の
取
組
を
行
っ
て
い
る
団
体
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
際
標
準
の
教
材
作
成
が
可
能
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

研
究
の
場
で
の
ミ
ス
コ
ン
ダ
ク
ト
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
取
締
り
と
い
う
端
末
対
応
か
ら
教
育
と
い
う
シ
ス
テ

ム
対
策
へ
と
重
心
を
移
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
は
こ
の
取
組
で
作
成
し
た
教
材
を
学
習
す
る
と
、

行
動
規
範
教
育
の
重
要
性
を
理
解
し
ま
す
。
意
識
の
向
上

は
、
受
講
後
の
テ
ス
ト
に
よ
り
確
認
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
学
生
を
、
平
成

年
度
ま
で
に
全
国
で

百
名
育
成
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
躍
が
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

日
本
医
学
会
長

髙

久

史

麿

従
来
、
研
究
者
の
行
動
規
範
教
育
の
必
要
性
は
認
識
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
教
育
方
法
は
確
立
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
取
組
で
作
成
さ
れ
る
行
動
規
範

教
育
教
材
は
国
際
標
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
教
材
を
研
究
者
の
登
竜
門
で
あ
る
全
国
の
大
学
院
生
に

提
供
す
る
こ
と
は
、
国
際
標
準
の
行
動
規
範
を
理
解
し
た

研
究
者
を
育
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
医
学
会
と

し
て
も
、
こ
の
標
準
教
材
の
利
用
が
日
本
全
国
に
拡
大
す

る
よ
う
連
携
大
学
等
と
協
働
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
取
組
を
通
じ
て
、
わ
が
国
の
研
究
者
が
よ
り

グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
躍
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、

わ
が
国
の
研
究
の
場
で
の
ミ
ス
コ
ン
ダ
ク
ト
が
減
少
す
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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